
共同実施が全県に拡がり、今年度から全共同実施組

織の長に事務長発令がなされ、必要に応じて統括事

務長発令がなされています。佐賀県では、今年度、

事務長が事務主幹になり、来年度以降、新たな事務

平成22年7月27日午後、あわぎんホールにおいて 長が発令される可能性が高まっています。

平成22年度定期総会が開催 続いて安永政次(福岡支部）、森長公仁(徳島支部）、

されました。 山根美智代(鳥取支部）議長の進行で議事が行われ、

檜山会長の「実行委員会 出席した各支部代議員によって次の議案が慎重に審

の熱意と各支部の支援と会 議され、承認されました。

員一人一人の期待がここ徳 １ 平成21年度事業報告

島の地にひとつになりまし ２ 平成21年度決算報告及び監査報告

た」という力強い言葉から ３ 平成22年度会長、副会長及び監査の選出

始まりました。そして、定 ４ 平成22年度常任理事の承認

数改善、事務長制、研修の３つのテーマを中心に、 ５ 平成22年度事業計画（案）

学校事務を可視化し、新しい時代の学校事務の具現 ６ 平成22年度予算（案）

化とパブリシティに努めたいと述べられました。

続いて、中野大会実行委員長から 「発心の道場、 審議にあたり次のような意見が出されました。

徳島で新たな気持ちを新たに起こし、未来につなが 「第２号議案」

る研究協議を！」と歓迎の挨拶がありました。 平成21年度決算報告における決算額のうち、旅費

その後、功労者表彰が行われ、全事研への多大な が全体の5割を超えているのは、適正な収支といえ

功労に対して感謝状が授与されました。 るのかという質問があり、全国から常任理事・理事

実務報告会では、津山市立中道中学校 寺井一孝 40名が月1回集まり、他に各部の活動もあり、多額

氏（岡山支部）と小城市立芦刈中学校 鮎川慶一氏 の旅費が必要と本部からの説明がありました。

（佐賀支部）から各々の県の事務長制について現状 「第５号議案」

報告がありました。岡山県では津山市から始まった 平成22年度事業計画（案）の重点努力事項「2.地

区学校事務室の機能や事務長制における職制、機能、

役割の明確化」の「地域観、学校観、学校事務観の

転換」についてどのように考えているのかとの質問

がありました。風岡研究部長から説明がありました

が、詳しくは本部研究分科会にて協議されます。

他にも年次別課題の設定期間について、もっと長

いスパンにしてはどうかとの意見も出されました。
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平成22年度役員と事業計画は以下のとおりです。 ３ 本部と支部、支部と支部との連携を通して、全

平成22年度会長、副会長及び監査 国の学校事務の実態把握と調査・研究・研修活動

会 長 檜山 幸子 （栃木支部） の推進に努めるとともに、委託研究及び各種研修

副会長 横山 泉 （静岡支部） 会などへ積極的に参加・協力し、新しい時代の学

副会長 野口 富美代 （鳥取支部） 事務の構築を目指す。

副会長 鳥本 安博 （兵庫支部） ４ 本部・支部の調査結果や研究成果を全国に環流

副会長 田辺 徹馬 （神奈川支部） し、学校事務の情報センターとして役割を果たす。

副会長 武藤 健壽 （茨城支部） ５ 教育予算の拡大、義務教育国庫負担制度の充実、

監 査 棚橋 幸 （徳島支部） 定数改善などの制度改善のため、関係機関・他団

監 査 恩田 美佐緒 （鳥取支部） 体等と協力し、その実現を目指す。

平成22年度常任理事 ６ 学校事務及び学校事務職員のパブリシティを推

総務部長兼組織部長 進します。

荻野 恵美 （埼玉支部）

財務部長 生方 純夫 （群馬支部）

渉外部長 小林 円 （神奈川支部）

広報部長 菅原 祐子 （千葉支部）

研究部長 風岡 治 （愛知支部）

研修部長 池谷 昇 （静岡支部）

調査部長 竹田 郁子 （新潟支部） 【本年度の重点努力事項】

平成22年度事業計画 １ 教育課程の実施と学校事務に関する調査研究と

【活動目標】 研修の推進

１ 変化に対応できる新たな学校事務を構築する。 ２ 地区学校事務室の機能や事務長制における職

２ 全国的な研究・研修交流を推進する。 制、機能、役割の明確化

３ 教育環境の充実と学校教育の発展に尽力する。 ３ 情報の共有化とデータベース化の推進

【活動の柱】 ４ 関係機関・他団体等との連携強化と組織の充実

１ 全国の会員が新しい時代の学校事務、事務職員 ５ 広報活動の推進

像、地区学校事務室の具体化を図ることを目指す。 ６ 中期研究活動計画とグランドデザインの中間評

２ 全国公立小中学校事務研究大会(鳥取大会)や全 価と今後の研究及び諸活動の検討

事研セミナーをとおし、学校事務の全国的な研究 ７ 学校教育環境整備にむけた全国展開「学校財務

交流・研修の意義を確認し、その充実を目指す。 ウィーク」

広報「四国三郎」第3号・第4号は徳島大会特設サイトへのWeb掲載のみとなっております。２
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氏 名 支 部 所 属

児 島 弘 愛 知 日 進 市 立 日 進 中 学 校
こ じま ひろし

河 合 康 満 岐 阜 大 垣 市 立 宇 留 生 小 学 校
かわ い やす みつ

佐 藤 信 夫 徳 島 徳 島 市 国 府 小 学 校
さ とう のぶ お

原 誠 子 高 知 高 知 市 立 朝 倉 中 学 校
はら せい こ

足 立 慎 一 福 岡 福 岡 市 立 住 吉 小 学 校
あ だち しん いち

次回の第43回全国公立小中学校事務研究大会は鳥取県で開催されます。 ３

長年にわたり全

事研に貢献された

５名の方々に対し

て、７月２７日の

総会の中で功労者

表彰が行われまし

た。

功労者の皆様、

お世話になりまし

た。

功労者を代表して足立慎一氏から、ご挨拶がありました。

「私の３～４年を振り返ると、本部役員として、貴重な経験をさせてもらいました。全国大会と

いう目的に向かって本部、地元スタッフが役割分担をこなしていく中で，事務職員の能力の高さと

組織力を実感しました。

教育をとりまく情勢は地方分権や義務教育費国庫負担制度の在り方の議論は避けられませんし、

政局不安定な中で何が起こるか予測がつきません。だからこそ、『教育を語れる事務職員』として自

信を持って、新たな挑戦へ立ち向かうパワフルな研究と実践、そして、それを広げる全事研本部、

各支部の活動に期待しています。

そして、全国の学校事務改革へつながっていく全事研のこのネットワークこそは、大切に若い世

代につなげていかなければならないと確信しています。」



第４２回 全国公立小中学校事務研究大会 2010 Tokushima

皆さんは「葉っぱビジネス＝彩（いろどり）」をご存知ですか？日本料理などに添えられている「葉っぱ」

・・・皆さんもご覧いただいたことがあるかと思います。

徳島県上勝町（かみかつちょう）という小さな山あいの町で、その“料理に添えられる葉っぱ”＝“つま

もの”を生産しています。上勝町は人口２千人、そのうちの半分が６５歳以上の高齢者ですが、この高齢者

の方々を中心に葉っぱビジネスを盛り上げています。「葉っぱがお金に換わる町」ということで、これまで多

数のメディアに取り上げられ、たくさんの方に知っていただくことができています。この人口２千人の町に、

視察者の方が年間４千人、昨年度は１年間で３７カ国の方がお越しくださり、世界各国の方々にも関心を持

っていただいています。

上勝町のおじいちゃん、おばあちゃんを中心に、町の人々のほとんどに「居場所」と「出番」があり、み

んなが生き生きと生活し、結果的に町全体が活性化されています。「世界中探したって、こんな楽しい仕事、

ないでよ」と、素敵な笑顔を見せながら、おじいちゃん、おばあちゃんたちは今日も元気に、楽しく彩の仕

事をしています。

そんなおじいちゃん、おばあちゃんたちに加え、最近では、Iターン・Uターンの若者たちが増え始め、「高

齢者と若者たち」がうまくコミュニケーションを取りながら、町全体が盛り上がってきています。

私はいつもこう思っています。「人に喜んでもらえる仕事をして、自分も幸せになろう」。人の役に立って

いるんだと思って仕事をすると、自分の「居場所」や「出番」を確信できます。

皆さんには「居場所」と「出番」はありますか？人は誰でも主役になれます。今回の講演をきっかけに、

今一度、皆さんの「居場所」や「出番」について考えてみませんか？

上勝町のおじいちゃん・おばあちゃんに負けられません！

徳島大会では、大会速報にかえて広報「四国三郎」

を発行、配付しています。 http://kenjiken-tokushima.jp/zenkoku_2010/で

この広報については、第１号・第２号は紙媒体で す。

も配付しますが、第３号・第４号については、Ｗｅ なお、特設サイトへは、「県事研と・く・し・ま

ｂ掲載のみとさせていただいておりますので、徳島 （徳島県公立小中学校事務職員研究会ＨＰ）」及び

大会特設サイトをご覧ください。 「全国公立小中学校事務職員研究会ＨＰ」からリン

徳島大会特設サイトのＵＲＬは、 クが張られています。

この広報は、理想科学工業（株）ハイスピードカラープリンター（ORPHIS）で出力しました。４

広報「四国三郎」今後の予定について

演題 「人は誰でも主役になれる」

講師 横 石 知 二 氏

株式会社いろどり 代表取締役社長


